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こんにちは。子ども家庭支援員の高島です♪  

春ですね🌸桜の見ごろも、もうすぐそこまで来ています。 

震災を乗り越え、今年も蕾を膨らませている桜の木に強さと愛おしさを感じます。そして、桜の

木の下で、目立たないけれど、お日様に向かって力強く咲いているたんぽぽや雑草たちにも命を

感じます。 

 

そんな春は、子どもたちも夢や希望が膨らむ季節。時には失敗もあるけれど“失敗は成功という

名の種”こちらも、毎日まいにち育っています🌱また、新しい環境に不安でいっぱいのお子さん

もおられるのではないでしょうか。 

我が子が小学校入学式の翌日に、大きなランドセルを背負って初めて歩いて登校した日のことを

思い出します。｢そこの角までね｣と約束し、手を繋いで歩いた後、勇気を出して手を離し歩き出

した後ろ姿に私の方が涙でいっぱいに。心の中で「がんばって、だいじょうぶだよ。」と何度も

つぶやきました。そんな我が子が帰ってきた時の笑顔は、何よりの贈り物のように感じました🎁 

思春期になった今、息子からの会話の数はぐーーーーんと減ったけれど😅なんなら、その会話も

一方通行だけど😭我が子の笑顔は昔と変わらず最高の贈り物です。子どもの“応援団”でいたい

と思ってきましたが、子どもからも沢山の贈り物をもらってきたことを改めて感じます。 

 

春は私達大人にとって忙しい時期でもありますね。忙しい時ほど自分を大切になさってください

ね。時に「深呼吸」をして、周りに頼りながら自分の時間を作ることで、自分らしく笑顔でいら

れると思うのです。そして、その笑顔は家族や子どもたちの笑顔につながる“笑顔のおくりも

の”になると信じています☘ 

 

「kotona」では毎日頑張るみなさんを応援しています。 

いつでもいらしてくださいね。今日もお付き合いくださりありがとうございます♪ 

 

 

 

 

 


